<Originals> Effects of Dexterity Training on the Selective Response Time by 足利, 善男 et al.
Title選択反応時間のトレーニング効果について
Author(s)足利, 善男; 石川, 俊紀; 火箱, 保之; 増田, 洋; 川井, 浩








足利 善男, 石川 俊紀, 火箱 保之*



















































































































表1 被 検 者 の 体 格
バスケットボール部員 卓 球 部 員 一 般 学 生
人数 身 長 体 重 人数 身 長 体 重 人数 身 長 体 重
60 10 182.5 72.9 10 173.1 62.4
(7.95) (6.68) (6.19) (8.15)
61 10 185.2 76.9 12 171.9 61.8
(5.20) (7.88) (6.81) (5.22)
62 10 188.5 80.3 10 170.8 63.2







3. トレーニング :一辺 6cm の正方形の色紙
(赤,育,黄各 1枚)を反応キーと等寸大の厚





























































































選手群の反応SeC1 2 3 4 5 6 7 8
weeks図1 バスケットボール部
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0.390(0.028) (0.022) ( 0
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0.420 0.394
0.414(0.030) (0.026) ( 036)
0.387 0.391
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表4 卓球部員 における選択反応時間の推移



















(0.066) (0.057) (0･037) (0.044) (0.065) (0.060)
0.437 0.439 0.415 0.410 0.406 0.402












第 8週目は60年が0.468秒,61年が0.357秒,62年が0.372秒であった｡60年では5 7 8




表5 一般学生 にお け る選択反応時間の推移
1 2 3 4 5 6 7 8
60 20 0.477 0.467 0.441
(0.059) (0.059) (0.053)
61 16 0.492 0.403 *** 0.409***
(0.050) (0.056) (0.060)




1 2 3 4 5 6 7 8
weeks図5 一般学生(3年間の合計)の選択反応時間の推移両
群ともわずかに短縮する傾向はみられるが,トレーニング前後で有意な差は認め なかった｡




トレーニング前の第 1週目に お いて は60年が 0.420** 0.
424* 0.456 0.440
0.425*(0.041) (0.064) (0.085) (0.059) ( 059)
0.400 * * * 0.41 3 *** 0.394*
** 0.398*** 0.389***(0.043) (0.054) (0.044) ( 044) ( 043)
0.395 0.402 0.3
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